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 ２４日（水）の「６年生を送る会」と「鼓笛移杖式」に向けて、下級生たちが動き始めています。 

○ １年生：６年生の似顔絵作成 

○ ２・３年生：花や輪飾りなどの会場の飾り作成 

○ ４年生：招待状作成 

○ ５年生：メッセージ作成、会場作成、諸準備 

○ 実行委員：プログラム作成 

○ １～５年生：感謝の色紙作成（１２日に、縦割り班ごとに作成しました） 

 上記担当にしたがって、１～５年生は、６年生一人一人への感謝の気持ちを表そうと張り切っています。 

また、各学年の出し物も予定されていて、時折その練習風景を目にすることができますが、当日までは

極秘で練習を進めているようです。 

コロナ禍の１年間、本校の中心となり各種行事や委員会活動、クラブ活動の先頭に立って活躍してきた

６年生に、感謝の気持ちが伝わると良いですね。 
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 １３日（土）２３時０８分。大きな地震がありました。郡山市も、震度６弱の揺れを観測しました。思

い出すのは１０年前の３月１１日。あの時と同じような大きさの揺れであったなと感じました。ただあの

時は、大きな揺れの時間がもっと長く、「いつ揺れがおさまるんだろう？学校が崩れちゃうんじゃないか？」

と、思えるほどの地面から突き上げてくる長く大きな地震でした。 

 揺れがおさまり、自宅の状況は確認できたので、「学校は大丈夫だろうか？」と思い、夜道での運転に気

を付けながら三和小学校へ向かいました。途中、消防自動車が巡回しており、このようなときにも地域住

民の安全・安心のために働いているのだなと頭の下がる思いがしました。 

校舎内外を確認してみると、落下物はあったものの幸いガラスの破損等はほとんどなく、一安心でした。

帰りがけにふと、校庭から夜空を見上げました。もう少しで、大災害になるであろうというこのような状

況でも、星がきれいに瞬き、自然の偉大さと人間のちっぽけさを改めて感じさせられました。 

 翌朝も、学校を再度確認し、早朝から保護者の皆様のお宅へ電話で安全を確認させていただきました。

１０年前の余震であるということが、私たちに、もう一度防災に対する認識を深めさせてくれたように感

じます。もうすぐ、３月１１日がやってきます。 


